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稀
代
の
異
能
批
評
家
・
菊
地
成
孔
に
よ
る

21
世
紀
の
「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
研
究
。
そ
の
決
定
版
。

菊 地 成 孔

研  究 上

倒
叙
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？
１
＆
２

／「
罪
と
罰
」説
の
否
定
／

精
神
分
析
の
作
法
／「
本
人
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」を
信
用
し
な
い
／

弱
度
の
推
奨

「
の
」の
法
則
／
転
移
の

連
鎖
と
し
て
の
殺
人
／
リ
サ
概
念
／
ア
イ
ス
お
父
さ
ん
概
念
／
ヒ
ッ

チ
コ
ッ
ク「
泥
棒
成
金
」論
／「
欺
か
れ
ぬ
者
は
彷
徨
う
」／
パ
ス
概
念

菊地成孔

稀代の音楽家／文筆家・菊地成孔、初の書き下ろし新書！
20世紀文化論！
「　コロンボ」論刑
事

20世紀テレビドラマ史上屈指の名作に
新世紀のライトをあてるかつてない

にして

内容補完の
ために制作した
オ リ ジ ナ ル

音源つき
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刑
事
コ
ロ
ン
ボ
研
究
　
上
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地
成
孔





「
君
の
名
推
理
を
聞
い
て
る
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
く
る
ん
だ
よ
」「
は
い
。
み
な
さ
ん
そ
う
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
」

 

（
＊f-1

）
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〈「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
全
話
区
分
一
覧
表
〉

本
書
内
で
の
「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
全
話
を
区
分
し
、
表
記
の
統
一
基
準
と
な
る
一
覧
表
を
掲
示
す
る
。

上
か
ら
順
に
「
全
話
の
通
し
番
号
」
／
「
シ
ー
ズ
ン
＆
エ
ピ
ソ
ー
ド
番
号
」「
原
題
」「
邦
題
（
放
映
題
）」

「
西
暦
」「
和
暦
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
本
書
内
で
明
記
し
て
い
る
、
国
産
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
依
拠
し

て
い
る
。

本
書
内
で
初
出
の
話
は
〈11/2-2/’72

〉「
悪
の
温
室
」
と
表
記
す
る
。
こ
れ
は
洋
暦
で
あ
り
「
コ
ロ
ン
ボ

暦
」
と
す
る
。（
＊
例
外
的
な
特
記
時
に
於お

い
て
の
み
和
暦
＝
「
コ
ロ
ン
ボ
和
暦
」
を
使
用
す
る
）

＊
「
西
暦
」
は
合
衆
国
で
の
初
放
映
年
月
日
で
あ
る
。

＊
＊
「
和
暦
」
は
通
し
番
号
１
〜
45
ま
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
で
の
初
放
映
年
月
日
、
そ
れ
以
降
は
Ｎ
Ｔ
Ｖ
の
初
放
映
年
月
日
で
あ
る
。
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№
SE-ep

原　
題

邦　
題

西　
暦

和　
暦

１

pre-Tvm
ovie

Prescription: M
urder

殺
人
処
方
箋

’68  （2/20

）

’72  （12/31

）

２

pre-Pilot
Ransom

 for a Dead M
an 

死
者
の
身
代
金

’71  （3/1

）

’73  （7/7

）

３

１
‐
１

M
urder by the Book

構
想
の
死
角

’71  （9/15

）

’73  （8/25

）

４

１
‐
２

Death Lends a H
and

指
輪
の
爪
あ
と

’71  （10/6

）

’73  （7/28

）

５

１
‐
３

Dead W
eight

ホ
リ
ス
タ
ー
将
軍
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

’71  （10/27

）

’73  （7/14

）

６

１
‐
４

Suitable for Fram
ing

二
枚
の
ド
ガ
の
絵

’71  （11/17

）

’73  （7/21

）

７

１
‐
５

Lady in W
aiting

も
う
一
つ
の
鍵

’71  （12/15

）

’73  （8/18

）

８

１
‐
６

Short Fuse

死
の
方
程
式

’72  （1/19

）

’73  （9/1

）

９

１
‐
７

Blueprint for M
urder

パ
イ
ル
Ｄ
‐
３
の
壁

’72  （2/9

）

’73  （8/11

）

10

２
‐
１

Étude in Black

黒
の
エ
チ
ュ
ー
ド

’72  （9/17

）

’74  （4/6

）

11

２
‐
２

The G
reenhouse Jungle

悪
の
温
室

’72  （10/15

）

’74  （5/4

）

12

２
‐
３

The M
ost Crucial G

am
e

ア
リ
バ
イ
の
ダ
イ
ヤ
ル

’72  （11/5

）

’74  （5/18

）

13

２
‐
４

Dagger of the M
ind

ロ
ン
ド
ン
の
傘

’72  （11/26

）

’74  （4/20

）

14

２
‐
５

Requiem
 for a Falling Star

偶
像
の
レ
ク
イ
エ
ム

’73  （1/21

）

’74  （6/15

）

15

２
‐
６

A Stitch in Crim
e

溶
け
る
糸

’73  （2/11

）

’74  （6/8

）

16

２
‐
７

The M
ost Dangerous M

atch

断
た
れ
た
音

’73  （3/4

）

’74  （4/13

）

17

２
‐
８

Double Shock

二
つ
の
顔

’73  （3/25

）

’74  （7/20

）

18

３
‐
１

Lovely but Lethal

毒
の
あ
る
花

’73  （9/23

）

’74  （9/14

）



№

SE-ep

原　
題

邦　
題

西　
暦

和　
暦

19

３
‐
２

Any O
ld Port in a Storm

別
れ
の
ワ
イ
ン

’73  （10/7

）

’74  （6/29

）

20

３
‐
３

Candidate for Crim
e

野
望
の
果
て

’73  （11/4

）

’74  （8/17

）

21

３
‐
４

Double Exposure

意
識
の
下
の
映
像

’73  （12/16

）

’74  （8/10

）

22

３
‐
５

Publish or Perish

第
三
の
終
章

’74  （1/18

）

’74  （12/14

）

23

３
‐
６

M
ind O

ver M
ayhem

愛
情
の
計
算

’74  （2/10

）

’74  （8/31

）

24

３
‐
７

Swan Song

白
鳥
の
歌

’74  （3/3

）

’74  （9/21

）

25

３
‐
８

A Friend in Deed

権
力
の
墓
穴

’74  （5/5

）

’74  （10/5

）

26

４
‐
１

An Exercise in Fatality

自
縛
の
紐

’74  （9/15

）

’75  （12/27

）

27

４
‐
２

N
egative Reaction

逆
転
の
構
図

’74  （10/6

）

’75  （12/20

）

28

４
‐
３

By Daw
n’s Early Light 

祝
砲
の
挽
歌

’74  （10/27

）

’76  （1/10

）

29

４
‐
４

Troubled W
aters

歌
声
の
消
え
た
海

’75  （2/9

）

’76  （1/3

）

30

４
‐
５

Playback

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
証
言

’75  （3/2

）

’76  （12/11

）

31

４
‐
６

A Deadly State of M
ind

５
時
30
分
の
目
撃
者

’75  （4/27

）

’76  （12/18

）

32

５
‐
１

Forgotten Lady

忘
れ
ら
れ
た
ス
タ
ー

’75  （9/14

）

’77  （1/3

）

33

５
‐
２

A Case of Im
m

unity

ハ
ッ
サ
ン
・
サ
ラ
ー
の
反
逆

’75  （10/12

）

’76  （12/25

）

34

５
‐
３

Identity C
risis

仮
面
の
男

’75  （11/2

）

’77  （9/24

）

35

５
‐
４

A M
atter of H

onor
闘
牛
士
の
栄
光

’76  （2/1

）

’77  （10/1

）

36

５
‐
５

N
ow

 You See H
im

魔
術
師
の
幻
想

’76  （2/29

）

’77  （12/31

）



№
SE-ep

原　
題

邦　
題

西　
暦

和　
暦

37

５
‐
６

Last Salute to the Com
m

odore

さ
ら
ば
提
督

’76  （5/2

）

’77  （10/8

）

38

６
‐
１

Fade in to M
urder

ル
ー
サ
ン
警
部
の
犯
罪

’76  （10/10

）

’77  （12/17

）

39

６
‐
２

O
ld Fashioned M

urder

黄
金
の
バ
ッ
ク
ル

’76  （11/28

）

’77  （12/24

）

40

６
‐
３

The Bye-Bye Sky H
igh I.Q

. M
urder Case

殺
し
の
序
曲

’77  （5/25

）

’78  （5/20

）

41

７
‐
１

Try and Catch M
e

死
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

’77  （11/21

）

’78  （4/8

）

42

７
‐
２

M
urder Under G

lass

美
食
の
報
酬

’78  （1/30

）

’78  （5/27

）

43

７
‐
３

M
ake M

e a Perfect M
urder

秒
読
み
の
殺
人

’78  （2/25

）

’79  （1/2

）

44

７
‐
４

H
ow

 to Dial a M
urder

攻
撃
命
令

’78  （4/15

）

’79  （1/4

）

45

７
‐
５

The Conspirators

策
謀
の
結
末

’78  （5/13

）

’79  （1/3

）

（1978/5/14
～1989/2/5

） 

10
年
８
ヶ
月
に
及
ぶ
大
空
位
時
代

46

８
‐
１

Colum
bo G

oes to the G
uillotine

汚
れ
た
超
能
力

’89  （2/6

）

’93  （5/7

）

47

８
‐
２

M
urder, Sm

oke and Shadow
s

狂
っ
た
シ
ナ
リ
オ

’89  （2/27

）

’93  （6/4

）

48

８
‐
３

Sex and the M
arried Detective

幻
の
娼
婦

’89  （4/3

）

’93  （7/2

）

49

８
‐
４

G
rand Deceptions

迷
子
の
兵
隊

’89  （5/1

）

’93  （9/17

）

50

９
‐
１

M
urder, a Self Portrait

殺
意
の
キ
ャ
ン
バ
ス

’89  （11/25

）

’94  （11/4

）

51

９
‐
２

Colum
bo Cries W

olf

だ
ま
さ
れ
た
コ
ロ
ン
ボ

’90  （1/20

）

’94  （6/17

）

52

９
‐
３

Agenda for M
urder

完
全
犯
罪
の
誤
算

’90  （2/10

）

’95  （3/17

）



№

SE-ep

原　
題

邦　
題

西　
暦

和　
暦

53

９
‐
４

Rest in Peace, M
rs. Colum

bo

か
み
さ
ん
よ
、
安
ら
か
に

’90  （3/31

）

’95  （4/14

）

54

９
‐
５

Uneasy Lies the Crow
n

華
麗
な
る
罠

’90  （4/28

）

’94  （12/2

）

55

９
‐
６

M
urder in M

alibu

マ
リ
ブ
ビ
ー
チ
殺
人
事
件

’90  （5/14

）

’94  （10/14

）

56

10
‐
１

Colum
bo G

oes to College

殺
人
講
義

’90  （12/9

）

’94  （5/6

）

57

10
‐
２

Caution: M
urder Can Be H

azardous to Your 
H

ealth

犯
罪
警
報

’91  （2/20

）

’95  （10/20

）

58

10
‐
３

Colum
bo and the M

urder of a Rock Star

影
な
き
殺
人
者

’91  （4/29

）

’95  （5/12

）

59

11
‐
１

Death H
its the Jackpot

大
当
た
り
の
死

’91  （12/15

）

’95  （12/1

）

60

11
‐
２

N
o Tim

e to Die

初
夜
に
消
え
た
花
嫁

’92  （3/15

）

’97  （4/4

）

61

12
‐
１

A Bird in the H
and ...

死
者
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル

’92  （11/22

）

’97  （10/3

）

62

13
‐
１

It’s All in the G
am

e

恋
に
お
ち
た
コ
ロ
ン
ボ

’93  （10/31

）

’99  （5/7

）

63

13
‐
２

Butter�y in Shades of G
rey

４
時
02
分
の
銃
声

’94  （1/10

）

’98  （10/16

）

64

13
‐
３

Undercover

死
を
呼
ぶ
ジ
グ
ソ
ー

’94  （5/2

）

’99  （11/12

）

65

14
‐
１

Strange Bedfellow
s

奇
妙
な
助
っ
人

’95  （5/8

）

’00  （3/31

）

66

15
‐
１

A Trace of M
urder

殺
意
の
斬
れ
味

’97  （5/15

）

’01  （4/13

）

67

16
‐
１

Ashes to Ashes
復
讐
を
抱
い
て
眠
れ

’98  （10/8

）

’02  （8/16

）

68

17
‐
１

M
urder w

ith Too M
any N

otes
奪
わ
れ
た
旋
律

’01  （3/12

）

’04  （8/13

）

69

18
‐
１

Colum
bo Likes the N

ightlife

殺
意
の
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ

’03  （1/30

）

’06  （12/31

）



頭
語
に
代
え
て

本
書
は
生
成
Ａ
Ｉ
が
迫
り
来
る
社
会
の
中
で
資
料
整
理
、
執
筆
が
開
始
さ
れ
る
。
既
に
著
者
は
、
そ
の
全

話
を
（
生
成
Ａ
Ｉ
の
使
用
に
よ
っ
て
）
小
池
朝
雄
の
音
声
で
差
し
替
え
済
み
で
あ
る
（
コ
ロ
ン
ボ
の
名
吹
替
で
知
ら

れ
る
、
東
映
ヤ
ク
ザ
映
画
の
天
才
バ
イ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
小
池
朝
雄
は
、
後
述
、
11
年
間
に
わ
た
る
番
組
の
休
止
期
で
あ
る

「
大
空
位
時
代
」
の
最
中
に
死
亡
し
て
お
り
、
多
く
の
保
守
的
な
フ
ァ
ン
は
、
小
池
以
降
の
吹
替
に
生
理
的
な
陰
性
反
応
を

出
し
て
い
る
。
非
常
に
愚
か
し
い
こ
と
で
も
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
も
あ
る
。
勿も

ち

論ろ
ん

、
固
有
名
を
プ
ロ
ン
プ
ト
し
た

生
成
Ａ
Ｉ
の
成
果
物
は
商
用
利
用
で
き
な
い
の
で
「
Ａ
Ｉ
小
池
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
」
は
永
遠
に
著
者
の
イ
ヤ
ホ
ン
と
い
う
密

室
か
ら
出
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
保
守
派
に
よ
る
生
理
的
な
陰
性
反
応
は
、
こ
の
密
か
な
愉
し
み
に
さ
え
及
び
、
密
や
か

さ
を
更
に
強
化
す
る
筈
だ
）。
更
に
数
年
も
す
れ
ば
、
い
や
、
本
書
の
執
筆
中
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
「〈
刑
事

コ
ロ
ン
ボ
の
〉
旧
シ
リ
ー
ズ
」
＝
「
１
９
７
０
年
代
」
の
〈
新
作
〉
で
さ
え
生
成
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も

知
れ
な
い
。
勿
論
違
法
で
あ
り
、
が
故
に
極
め
て
１
９
７
０
年
代
だ
と
も
言
え
る
。
こ
の
、
戦せ

ん

慄り
つ

的
か
つ
、

蠱こ

惑わ
く

的
な
予
見
を
本
書
の
頭
語
に
代
え
、
つ
ま
り
一
瞬
で
小
さ
く
掲
げ
る
。
そ
れ
は
番
組
内
に
設
置
さ
れ
た

――
誰
も
気
が
つ
く
こ
と
す
ら
で
き
な
い
――
重
要
な
状
況
証
拠
の
、
明
け
透
け
な
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
よ

う
に
。
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前
書
き
１ 「〈
倒
叙
〉と
は
何
だ
っ
た
の
か
？
」

〈
服
が
リ
ア
ル
な
の
に
シ
ー
ズ
ン
レ
ス
、
そ
し
て
「
あ
た
し
ゃ
ね
」「
よ
ご
ざ
ん
す
か
？
」「
や
っ
こ
さ
ん
。

や
り
ゃ
あ
が
っ
た
な
」。
と
、
本
人
の
み
な
ら
ず
、
右
腕
の
ク
レ
ー
マ
ー
刑
事
で
さ
え
「
全
く
、
ひ
で
え
も
ん

で
さ
あ
」。
ロ
ス
と
思
え
ば
ロ
ス
な
ら
ず
す
わ
、
こ
こ
は
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
？　
と
日
本
の
視
聴
者
を
惑
わ
す

粋
な
江
戸
弁
片
目
は
ビ
ー
ド
ロ
ガ
ラ
ス
玉
。
片か

た

目め

眇す
が
めの

片
手
に
は
、
型
番
違
い
の
安
葉
巻
。
藪や

ぶ

睨に
ら

み
の
天
才

現
る
も
、
ス
ー
ツ
も
コ
ー
ト
も
第
３
ボ
タ
ン
だ
け
を
留
め
る
と
い
う
破
天
荒
に
て
ネ
ク
タ
イ
は
鯉
の
ぼ
り
の

よ
う
に
棚
引
く
。
す
ん
ま
せ
ん
、
ち
ょ
っ
と
ペ
ン
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

角
川
金
田
一
言
う
ま
で
も
な
く
。
あ
の
、
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ル
ト
マ
ン
版
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ー
ロ
ウ
に
さ
え

影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
、
我
ら
が
伝
説
の
ロ
ス
市
警
は
名
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
。
お
聴
き
の
曲
は
、
当

時
の
輸
入
関
係
者
が
全
員
コ
ロ
ン
ボ
専
用
と
間
違
え
て
、
シ
ン
グ
ル
レ
コ
ー
ド
に
「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
／
メ
イ

ン
テ
ー
マ
」
と
印
刷
し
、
売
り
に
売
り
ま
く
っ
ち
ま
っ
た
、
ホ
ン
ト
の
と
こ
ろ
は
『
Ｎ
Ｂ
Ｃ
サ
ン
デ
ー
ミ
ス

テ
リ
ー
ム
ー
ヴ
ィ
ー
』
の
通
し
テ
ー
マ
曲
、
で
ご
ざ
い
ま
す
。
因ち

な

み
に
、
世
界
中
で
こ
の
曲
を
「
コ
ロ
ン
ボ

の
テ
ー
マ
」
と
し
て
間
違
っ
て
売
っ
ち
ま
っ
た
国
は
70
以
上
。
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

12



１
９
６
０
年
代
末
、
英
国
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ
ン
ド
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
外
貨
を
稼
ぎ
に
稼
ぎ
ま
く

る
の
を
尻
目
に
、
５
年
遅
れ
で
追
い
掛
け
る
米
国
が
放
っ
た
オ
フ
ビ
ー
ト
の
ア
ン
チ
・
ヒ
ー
ロ
ー
刑
事
か
警

部
か
警
部
補
か
。
ヒ
ッ
ピ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
衰
退
の
後
、
ミ
ス
テ
リ
ー
マ
ニ
ア
と
い
う
ギ
ー
ク
た
ち
の
夢
を
背

負
い
、
寝
癖
だ
ら
け
の
頭
と
、
雨
降
ら
ぬ
Ｌ
Ａ
で
は
必
要
の
な
い
レ
イ
ン
コ
ー
ト
姿
で
登
場
し
た
我
ら
が
天

才
。
20
世
紀
後
半
は
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
激
闘
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る
ア

メ
リ
カ
の
押
し
戻
し
に
、
モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
な
す
術
な
し
。
し
か
し
我
が
国
で
は
、
そ
の
ル
ブ
ラ
ン
が

生
ん
だ
怪
盗
の
三
代
目
が
コ
ロ
ン
ボ
の
初
放
映
と
ほ
ぼ
同
時
に
テ
レ
ビ
漫
画
で
大
活
躍
。
と
い
う
、
ち
ょ
い

と
し
た
３
す
く
み
の
背
景
に
つ
い
て
、
今
夜
は
徹
底
的
に
追
求
…
…
は
致
し
ま
せ
ん
。
シ
リ
ー
ズ
を
彩
っ
た
、

実
の
と
こ
ろ
重
厚
す
ぎ
る
ほ
ど
の
Ｏ
Ｓ
Ｔ
を
、
ゆ
っ
た
り
と
小
１
時
間
ほ
ど
。
や
ら
ぬ
葉
巻
な
ど
燻く

ゆ

ら
せ
な

が
ら
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
お
っ
と
そ
の
前
に
、
す
ん
ま
せ
ん
、
あ
と
、
ひ
と
つ
だ
け
〉

 

菊
地
成
孔
『
大
恐
慌
へ
の
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
第
１
７
８
回
〈
フ
ォ
ー
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
・
オ
ン
リ
ー 

１
〉』
前
口
上

＊　

＊　

＊

20
世
紀
、「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
を
取
り
巻
く
様
々
な
風
説
の
中
に
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。「
倒

叙
形
式
」
と
い
う
、
番
組
の
基
本
構
造
に
関
す
る
、
非
常
に
適
切
な
誤ご

謬び
ゅ
うと

し
て
、
こ
れ
を
前
書
き
で
分
析

13 前書き１　　「〈倒 叙〉  と は 何 だ っ た の か ？」



す
る
。

風
説
前
半

〈「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
の
主
人
公
、〈
コ
ロ
ン
ボ
〉
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
原
型
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
小

説
『
罪
と
罰
』
の
登
場
人
物
で
あ
り
、
主
人
公
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
を
３
度
に
わ
た
る
予
審
の
神
経
戦
で

追
い
詰
め
に
追
い
詰
め
る
、
超
性
格
悪
く
、
超
ア
タ
マ
良
い
、
そ
し
て
超
変
わ
り
モ
ン
の
予
審
判
事
「
ポ

ル
フ
ィ
ー
リ
ー
（
・
ペ
ト
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
）」
で
あ
る
〉

そ
し
て
こ
の
風
説
前
半
部
は
、
連
結
的
に

〈「
最
初
に
犯
行
（
殺
人
）
シ
ー
ン
が
描
か
れ
、
そ
の
後
に
、
そ
れ
を
暴
く
（
＝
予
審
と
し
て
有
罪
性
を
立

証
す
る
）
側
と
、
暴
か
れ
ま
い
と
す
る
側
の
決
死
の
論
闘
が
描
か
れ
る
（
＝
読
者
は
予

あ
ら
か
じめ

有
罪
を
知
っ
て

い
る
）」
と
い
う
意
味
で
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
歴
史
的
名
作
『
罪
と
罰
』
は
、
コ
ロ
ン
ボ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
造
形
の
み
な
ら
ず
、「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
の
根
幹
を
成
す
構
造
、
即
ち
〈
倒
叙
形
式
〉
の
原
型
で
も
、

又
、
あ
る
の
だ
〉
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と
い
う
風
説
後
半
部
を
導
き
、
つ
ま
り
１
つ
の
風
説
に
は
結
論
が
２
つ
あ
り
、
あ
わ
や
両
者
は
、
連
立
、

統
合
さ
れ
そ
う
に
な
る
も
、
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
、
さ
れ
な
い
（
未
だ
に
さ
れ
て
い
な
い
）。

こ
の
、
絶
妙
な
牽け

ん

制せ
い

関
係
と
評
価
で
き
る
「
２
者
バ
ラ
ン
ス
」
は
、「
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス
＝
両
価
性
」
と
も

違
い
、
も
っ
と
社
会
／
政
治
的
な
均
衡
な
の
だ
が
、
こ
れ
を
「
い
か
に
そ
う
で
あ
る
か
？
」「
そ
う
で
あ
る
の

は
何
故
な
の
か
？
」「
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
何
を
も
た
ら
す
か
？
」
と
、
段
階
的
に
考
察
し
て
ゆ
く
。

＊　

＊　

＊

そ
も
そ
も
遍あ

ま
ねく

、〈
２
者
バ
ラ
ン
ス
〉
と
い
う
も
の
は
、「
エ
ロ
ス
と
タ
ナ
ト
ス
」「
唯
心
／
唯
物
」「
潜
在

性
と
顕
在
性
」「
右
半
身
と
左
半
身
」
の
如
き
二
元
論
的
な
人
間
原
理
の
内
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
し
た

上
で
、
だ
が
、
以
後
、〈「
コ
ロ
ン
ボ
世
界
内
」
に
偏
在
す
る
バ
ラ
ン
ス
状
態
〉
は
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
定
常
状

態
を
成
立
／
固
定
さ
せ
る
構
造
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
度
崩
れ
た
ら
最
後
、
総
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し

ま
う
、
緊
迫
し
た
様
態
で
も
あ
る
。

そ
う
し
た
も
の
が
、
Ｔ
Ｖ
ム
ー
ヴ
ィ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
の
「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
に
於
い
て
、
ど
れ
ほ

ど
の
誘
惑
的
属
性
＝
魅
力
で
あ
る
か
、
そ
も
そ
も
「
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ン
シ
ー
ニ
作
曲
に
よ
る
、
有
名
な
あ
の
、

〈
口
笛
み
た
い
な
音
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
る
楽
曲
〉
が
「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
独
自
の
テ
ー
マ
曲
で
あ
る
（
と
誰
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も
が
思
い
込
ん
で
い
る
）
／
（
が
厳
密
に
は

0

0

0

0

）
そ
う
で
は
な
い
」
＝
ど
ち
ら
も
正
答
と
は
言
え
な
い
。
と
い
う
、

Ｔ
Ｖ
ム
ー
ヴ
ィ
ー
史
上
類
例
の
な
い
、
非
常
に
独
特
な
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
魅
力
が
、
エ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
時
代
の

現
在
に
於
い
て
も
、
未
だ
に
香
気
の
よ
う
に
し
て
立
ち
籠
め
続
け
て
い
る
、
と
い
う
事
実
だ
け
で
も
ご
納
得

頂
け
る
と
思
う
。〈「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
の
音
楽
〉
に
関
し
て
は
第
１
章
５
節
「
音
楽
」
に
於
い
て
集
中
的
に

考
察
す
る
。

著
者
の
知
る
限
り
に
於
い
て
「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
ほ
ど
研
究
誘
発
性
の
高
い
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
は
類
例
が
な
い
。

１
９
７
０
年
代
の
初
放
映
時
か
ら
、
数
多
の
知
識
人
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
等
を
熱
狂
さ
せ
、
大
い
に
語
り
倒
さ

せ
て
来
た
し
（〈
見
識
者
に
よ
る
個
人
知
〉
の
集
団
的
発
生
）、
同
人
誌
を
祖
先
に
持
つ
で
あ
ろ
う
（
番
組
終
了
直
前

に
勃
発
し
た
）W

indow
s95

に
よ
る
ブ
ロ
グ
カ
ル
チ
ャ
ー
革
命
（〈
一
般
人
に
よ
る
集
合
知
〉
の
集
団
的
発
生
）
以

降
も
、
世
界
中
で
在
野
か
ら
内
部
者
、
当
事
者
ま
で
を
全
て
含
ん
だ
膨
大
な
研
究
家
数
を
誇
る
。

手
塚
治
虫
、
常
盤
新
平
、
井
上
ひ
さ
し
、
岡
本
喜
八
、
田
中
小
実
昌
、
斎
藤
茂
太
、
濡
れ
手
に
粟
の
横
溝

正
史
、
等
々
、
綺
羅
星
の
如
き
昭
和
の
文
化
人
か
ら
、’95

ブ
ロ
グ
革
命
の
成
功
に
よ
っ
て
彼
ら
を
粛
清
し
て

革
命
国
家
を
築
き
、
現
在
で
も
集
団
的
に
研
究
中
の
、
世
界
中
に
存
在
す
る
全
ブ
ロ
ガ
ー
、
全
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
制
作
者
ま
で
、
残
ら
ず
誰
も
が
こ
の
〈
誘
惑
的
属
性
＝
あ
ら
ゆ
る
２
者
バ
ラ
ン
ス
。
の
横お

う

溢い
つ

〉
に
撃
ち
殺

さ
れ
続
け
て
い
る
の
だ
。
著
者
も
例
外
で
は
な
い
。

本
書
は
そ
う
し
た
先
行
研
究
者
の
愛
と
情
熱
と
知
性
、
観
察
眼
と
研
究
成
果
に
最
大
級
の
リ
ス
ペ
ク
ト
を

捧
げ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
邦
で
の
第
一
人
者
で
あ
る
町
田
暁
雄
氏
の
偉
大
な
業
績
以
下
、
あ
ら
ゆ
る
先
行
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研
究
の
結
果
を
、
本
書
は
敢あ

え
て
参
照
し
な
い
（
無
視
す
る
＝
陰
性
評
価
を
下
し
て
い
る
。
わ
け
で
は
全
く
な
い
。

「
で
は
何
故
？
」
と
い
う
こ
と
も
併あ

わ

せ
、
続
く
「
前
書
き
３
〈
弱
度
の
推
奨
〉」
で
詳
述
す
る
）。

考
察
を
続
け
る
。『
罪
と
罰
』
の
介
入
に
よ
っ
て
生
じ
る
〈
風
説
〉
の
前
半
部
と
後
半
部
＝
「
２
つ
の
結

論
」
に
関
し
て
、
日
本
語
版W

ikipedia

の
検
索
ワ
ー
ド
〈
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
〉
と
〈
罪
と
罰
〉
と
の
そ
れ
を

比
較
す
る
に
、
両
者
は
、
前
述
、
２
つ
の
結
論
、
の
〈
連
立
〉
を
阻
止
し
、
分
割
統
治
＝
バ
ラ
ン
ス
し
て
い

る
＝
奇
妙
な
魅
力
を
放
っ
て
い
る
。
何
故
、
第
一
に
何
故
、
連
立
は
阻
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ

う
か
？

予
想
に
難か

た

く
な
い
。
連
立
が
成
立
し
た
瞬
間
に
、
以
下
、
２
つ
の
極
論
が
立
ち
上
が
る
の
が
ほ
ぼ
自
明
だ

か
ら
で
あ
る
。

極
論
（
ａ
）
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
罪
と
罰
』
は
、「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
の
主
人
公
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
造
形
＋

倒
叙
形
式
、
双
方
の
始
祖
で
あ
り
＝
１
０
０
％
査
定
＝
〈「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
は
ロ
シ
ア
原
産
〉

極
論
（
ｂ
）
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
罪
と
罰
』
は
、「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
の
主
人
公
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
造
形
＋

倒
叙
形
式
、
双
方
の
始
祖
で
な
く
＝
０
％
査
定
＝
〈「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
の
産
地
は
特
定
で
き
な
い
〉

予
め
、
本
書
の
立
場
は
「
極
論
（
ｂ
）」
そ
の
も
の
な
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
「
極
論
（
ａ
）」
の
否
定
、
そ
し
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て
、
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る

中
論
（
Ａ
）
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
罪
と
罰
』
は
、「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
の
主
人
公
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
造
形
の

始
祖
な
れ
ど
も
、
倒
叙
形
式
の
始
祖
で
は
な
い
＝
50
％
査
定
＝
米
露
ウ
ィ
ン
‐
ウ
ィ
ン
の
関
係
＝
〈「
刑
事

コ
ロ
ン
ボ
」
は
、
ロ
シ
ア
産
の
原
材
料
も
含
む
、
合
衆
国
製
品
〉

の
否
定
も
併
せ
て
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

再
び
何
故
、
連
立
＝
極
論
は
阻
止
さ
れ
続
け
た
ま
ま
な
の
で
あ
ろ
う
か
？　
そ
し
て
そ
れ
は
、
ど
ん
な
形

態
と
強
度
で
？

そ
の
解
説
と
考
察
を
、
幾
つ
も
の
迂う

回か
い

を
挟
み
な
が
ら
じ
っ
く
り
進
め
る
た
め
、
こ
こ
で
更
に
事
実
を
１

つ
付
け
加
え
る
。

〈
劇
中
設
定
で
コ
ロ
ン
ボ
は
イ
タ
リ
ア
系
で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｙ
演
劇
界
で
産
湯
に
浸
か
り
紆
余
曲
折
、
後
に
ジ

ョ
ン
・
カ
サ
ヴ
ェ
テ
ス
率
い
る
Ｎ
Ｙ
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
界
で
磨
き
上
げ
た
演
技
力
を
背
負
い
、
人

生
の
大
半
を
コ
ロ
ン
ボ
役
に
捧
げ
た
名
優
、
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
の
父
親
は
ロ
シ
ア
系
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
母

親
は
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ズ
（
ユ
ダ
ヤ
系
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
を
経
て
、
主
に
ド
イ
ツ
語
圏
に
定
住
し
た
人
々
の
子
孫
）
で
あ
る
〉
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こ
の
事
実
を
、
血
に
飢
え
た
20
世
紀
型
陰
謀
論
的
な
知
／
感
性
が
得
た
と
き
、
そ
れ
は
直
ち
に
極
論
（
ａ
）

と
結
び
つ
き

〈
コ
ロ
ン
ボ
＝
フ
ォ
ー
ク
は
ロ
シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
で
、
間
違
い
な
く
ロ
シ
ア
原
産
で
あ
る
『
罪
と
罰
』
が

そ
も
そ
も
の
大
原
形
な
の
は
秘
匿
さ
れ
た
、
ほ
ぼ
ほ
ぼ
の
自
明
〉

と
い
っ
た
、
危
険
極
ま
り
な
い
暴
論
Ｘ
（
念
の
た
め
。「
執
筆
時
現
在
、
ロ
シ
ア
共
和
国
が
侵
略
戦
争
中
で
あ
る
か

ら
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
）
に
肥
大
す
る
こ
と
を
回
避
し
き
れ
な
い
だ
ろ
う
。

中
論
（
Ａ
）
＝
現
状
は
、
結
果
と
し
て
、
だ
が
、
こ
の
「
暴
論
Ｘ
」
が
公
式
に
発
言
さ
れ
る
こ
と
を
何
ら

か
の
力
で
回
避
し
て
い
る
。『
罪
と
罰
』
と
「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
双
方
の
、
日
本
語W

ikipedia

で
の
記
述
を

比
較
す
る
に
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
、
そ
の
力
の
在
処
を
「
独
特
の
バ
ラ
ン
ス
」
と
す
る
の
は
、
ど
な
た
で
あ

ろ
う
と
吝や

ぶ
さか

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

＊
と
ま
れ
本
書
は
基
本
的
に
ネ
ッ
ト
上
の
百
科
事
典
を
自
認
す
るW

ikipedia

、
特
に
日
本
語
版
は
信
用
し
な
い
。
第
一
に
は
著

者
や
よ
く
知
る
知
人
の
名
で
検
索
し
た
際
の
結
果
が
、
稀
に
惨さ
ん

憺た
ん

た
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
し
、
第
二
に
は
、
集
合
知
と
い
う
形

式
の
駆
動
に
よ
っ
て
文
責
が
割
れ
、
政
治
性
／
闘
争
性
が
介
入
す
る
こ
と
で
、
記
述
の
不
安
定
さ
が
不
可
避
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

＊
＊
更
に
ま
た
、
本
論
の
後
半
で
重
要
に
な
る
、
実
証
性
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
依
拠
し
た
「
本
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
価
値
（
＝

「
こ
う
し
て
ご
本
尊
が
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
間
違
い
な
い
に
決
ま
っ
て
い
る
」）」
も
基
本
的
に
は
信
用
は
し
な
い
旨
、
予
め
断
じ
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て
お
く
。
本
書
は
、
Ｌ
Ａ
Ｐ
Ｄ
＝
ロ
ス
市
警
ギ
ル
フ
ー
リ
ー
巡
査
部
長
の
教
え
に
従
い
（
＊f-2

）、
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
表
層
だ
け
を

〈
よ
く
見
て
、
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
る
〉
だ
け
で
あ
る
。

迂
回
を
開
始
す
る
。

＊　

＊　

＊

〈
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
表
層
〉、
そ
の
、
極
め
て
雄
弁
な
一
例
は
、
現
在
誰
で
もYouTube

で
鑑
賞
可
能
だ
。
合

衆
国
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
『The Dean M

artin Celebrity Roast

』
の
、
１
９
７
８
年
２
月
７
日
の
回
は
、

〈
俳
優
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
〉
で
は
な
く
、〈
歌
手
フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
と
因
縁
あ
る
「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」〉

が
サ
プ
ラ
イ
ズ
出
演
、
司
会
者
に
指
名
さ
れ
、
会
場
か
ら
登
場
す
る
。「
因
縁
」
の
設
定
は
な
か
な
か
凝
っ
た

も
の
だ
。

〈
洒し

ゃ
れ落

者
の
伊だ

て達
男
〉
と
し
て
名
を
馳
せ
た
シ
ナ
ト
ラ
の
全
盛
期
（
１
９
５
〜
60
年
代
）
は
ス
ー
ツ
と
ハ
ッ
ト

の
時
代
だ
っ
た
。
そ
の
真
っ
最
中
、
１
９
５
７
年
の
映
画
『
夜
の
豹
』
に
出
演
し
た
際
、
有
名
な
宣
材
写
真

が
撮
影
さ
れ
る
。
そ
の
写
真
が
、「
ス
ー
ツ
＆
ハ
ッ
ト
の
シ
ナ
ト
ラ
が
唯
一
、
茶
色
い
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
肩
に

か
け
て
い
る
」
姿
で
あ
り
、
現
在
で
も
数
多
の
ベ
ス
ト
盤
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
雑
誌
で
の
特
集
記
事
等
々
に
流
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
名
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
。
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番
組
で
は
先ま

ず
、
こ
の
名
シ
ョ
ッ
ト
だ
け
が
切
り
抜
き
印
刷
さ
れ
た
フ
ェ
イ
ク
の
ア
ル
バ
ム
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
持
っ
た
冠
名
司
会
者
デ
ィ
ー
ン
・
マ
ー
チ
ン
（
シ
ナ
ト
ラ
の
舎
弟
で
あ
り
マ
イ
メ
ン
）
が
「
こ
の
レ
イ
ン
コ
ー

ト
は
、
撮
影
時
に
シ
ナ
ト
ラ
が
〈
い
つ
も
の
ス
ー
ツ
と
ハ
ッ
ト
だ
け
じ
ゃ
、
な
ん
か
足
り
な
い
な
〉
と
悩
み
、

偶
然
近
く
に
居
合
わ
せ
た
刑
事
の
コ
ー
ト
を
見
か
け
る
や
〈
そ
れ
だ
！
〉
と
叫
ぶ
と
、
刑
事
は
親
切
に
も
私

物
を
シ
ナ
ト
ラ
に
貸
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
刑
事
が
今
日
、
会
場
に
来
て
い
る
」
旨
、
説
明
す
る
。

つ
ま
り
こ
れ
は
「
シ
ナ
ト
ラ
の
有
名
な
〈
あ
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
〉
は
、
コ
ロ
ン
ボ
の
有
名
な
〈
あ
の
レ
イ

ン
コ
ー
ト
〉
で
あ
り
＝
当
時
買
っ
た
ば
か
り
で
ヨ
レ
て
な
か
っ
た
＝
ヨ
レ
た
の
は
シ
ナ
ト
ラ
に
貸
し
っ
ぱ
に

し
た
結
果
！！
」
と
い
う
大
胆
か
つ
洒
落
た
ジ
ョ
ー
ク
で
あ
っ
て
（
再
度
書
く
が
、
実
際
に
撮
影
が
行
わ
れ
た
の
は

57
年
で
あ
る
。「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
内
設
定
に
依
拠
す
れ
ば
、
コ
ロ
ン
ボ
は
ロ
ス
市
警
ど
こ
ろ
か
、
朝
鮮
戦
争
に
派
兵
さ
れ

て
後
、
帰
還
兵
と
し
て
就
職
先
を
模
索
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
時
期
だ
）、
デ
ィ
ー
ン
・
マ
ー
チ
ン
は
、
こ
の
経
緯
を
述

べ
て
か
ら
コ
ロ
ン
ボ
を
壇
上
に
呼
び
込
む
。

番
組
名
は
『
ホ
リ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
を
総
な
め
』
に
倣な

ら

っ
た
拙
訳
で
、
１
９
７
０
年
代
風
に
『
デ
ィ
ー

ン
・
マ
ー
チ
ン
の
〈
セ
レ
ブ
を
炙あ

ぶ

り
焼
き
に
し
ま
シ
ョ
ー
〉』
と
い
っ
た
感
じ
だ
ろ
う
か
。「
ロ
ー
ス
ト
」
は

米
俗
語
で
、
衆
目
の
前
で
悪
口
や
暴
露
を
し
て
楽
し
む
。
と
い
っ
た
意
味
で
あ
り
、
こ
れ
は
高
視
聴
率
を
誇

っ
た
『The Dean M

artin Show

』
の
終
了
時
（
74
年
）
に
、
継
続
テ
コ
入
れ
と
し
て
ロ
ー
ス
ト
企
画
を
メ

イ
ン
に
再
編
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
ま
ず
番
組
内
で
「
マ
ン
・
オ
ブ
・
ジ
・
イ
ヤ
ー
」
な
ら
ぬ
「
マ
ン
・
オ

ヴ
・
ジ
・
ア
ワ
ー
」
を
受
賞
さ
せ
、
列
席
者
に
よ
る
祝
賀
ス
ピ
ー
チ
の
形
で
、〈
ロ
ー
ス
ト
風
味
〉
の
ジ
ョ
ー
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ク
大
会
に
な
る
、
と
い
う
趣
向
で
、
合
衆
国
エ
ン
タ
メ
・
ラ
ス
ヴ
ェ
ガ
ス
感
覚
最
終
コ
ー
ナ
ー
の
時
代
遅
れ

な
悪
趣
味
だ
が
、
そ
れ
で
も
世
界
は
急
速
に
下
世
話
に
向
か
っ
て
お
り
、
10
年
間
＝
84
年
ま
で
続
い
た
。
お

察
し
の
通
り
「
コ
ロ
ン
ボ
」
出
演
回
は
〈
フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
が
ロ
ー
ス
ト
さ
れ
る
回
〉
で
あ
る
。

番
組
の
冠
名
司
会
者
で
あ
る
デ
ィ
ー
ン
・
マ
ー
チ
ン
は
50
年
代
か
ら
80
年
代
の
長
き
に
わ
た
り
人
気
を
博

し
た
歌
手
／
俳
優
／
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
だ
が
、
ヴ
ェ
リ
・
イ
タ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ー
ニ
で
あ
る
。
そ
の
親
分

格
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
も
同
様
。

多
く
の
イ
タ
リ
ア
系
セ
レ
ブ
の
中
で
も
特
に
強
く
マ
フ
ィ
ア
と
の
関
係
が
口
の
端
に
上
り
続
け
た
シ
ナ
ト

ラ
だ
が
（
遡
る
に
６
年
前
の
１
９
７
２
年
＝
「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
の
日
本
放
映
ス
タ
ー
ト
年
に
発
表
さ
れ
た
名
作
『
ゴ
ッ

ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
』
に
登
場
す
る
歌
手
の
モ
デ
ル
は
シ
ナ
ト
ラ
で
あ
る
と
、
公
開
当
初
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
コ

ロ
ン
ボ
世
界
で
の
人
気
者
、
見
る
だ
に
ガ
チ
ン
コ
の
ヴ
ェ
リ
・
イ
タ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ー
ニ
で
あ
る
ヴ
ィ
ト
ー
・
ス
コ
ッ
テ

ィ
は
本
作
に
、
焼
き
菓
子
屋
ナ
ゾ
リ
ー
ネ
と
し
て
端
役
出
演
し
て
い
る
が
、
彼
の
名
〈
ヴ
ィ
ト
ー
〉
は
、
本
作
の
主
人
公

の
名
――
ド
ン
・
ヴ
ィ
ト
ー
・
コ
ル
レ
オ
ー
ネ
――
と
ス
ペ
ル
も
一
緒
で
あ
る
。
こ
の
〈
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
に
於
け
る

ヴ
ィ
ト
ー
・
ス
コ
ッ
テ
ィ
の
役
名
と
そ
の
仕
事
〉
に
関
し
て
は
第
１
章
６
節
「
重
要
人
物　

〜
男
の
子
は
み
ん
な
パ
ト
リ

ッ
ク
っ
て
い
う
の
」
で
詳
述
す
る
）、
だ
か
ら
こ
そ
、
フ
ァ
ル
シ
・
イ
タ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ー
ニ
か
つ
エ
ブ
レ
オ
・

ル
ッ
ソ
で
あ
る
〈
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
本
人
〉
は
、
ロ
ー
ス
タ
ー
の
１
人
と
し
て
も
呼
び
づ
ら
い
だ
ろ
う
。

い
か
な
「
ス
タ
ー
は
全
員
、
素
の
時
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
演
じ
て
お
り
、
リ
ア
ル
な
ど
無
か
っ
た
に
等
し
い

時
代
」
だ
っ
た
と
は
い
え
。
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と
い
う
よ
り
遥
か
に
、「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
放
送
開
始
後
11
年
目
、
旧
シ
リ
ー
ズ
が
同
年
の
５
月
に
終
了
す

る
、
そ
の
直
前
で
あ
る
２
月
の
放
映
は
「
世
界
的
な
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」
の
中
、
ブ
ー
ミ
ン
グ
が
絶
頂
期
で

あ
っ
た
最
中
に
、〈
ヴ
ェ
リ
・
イ
タ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ー
ニ
で
あ
る
コ
ロ
ン
ボ
〉
は
合
衆
国
に
「
半
実
在
」
し

た
。
と
す
る
の
が
、
最
も
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

人
気
テ
レ
ビ
番
組
の
主
人
公
が
実
在
す
る
と
思
い
込
ま
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
シ
ョ
ー
ビ
ズ
の
虚
と
実
を

ボ
ブ
・
ホ
ー
プ
時
代
か
ら
の
楽
屋
落
ち
セ
ン
ス
（「
マ
フ
ィ
ア
と
関
連
が
あ
る
イ
タ
リ
ア
系
大
物
タ
レ
ン
ト
と
友
人
関

係
に
あ
る
警
察
関
係
者
は
、
同
じ
く
イ
タ
リ
ア
系
」
と
い
う
隠
し
目
配
せ
↓
こ
れ
は
番
組
内
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
ネ
タ
で

あ
る
）
に
落
と
し
込
ん
だ
洒
落
た
計
ら
い
、
マ
ー
チ
ン
＆
シ
ナ
ト
ラ
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ー
ン
・
ケ
リ
ー
、
オ

ー
ソ
ン
・
ウ
ェ
ル
ズ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ン
ズ
、
レ
ッ
ド
・
バ
ト
ン
ズ
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ボ
ー
グ
ナ
イ
ン
、

「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
の
対
抗
馬
と
し
て
制
作
さ
れ
、
数
字
を
二
分
し
た
男
、
テ
リ
ー
〈
刑
事
コ
ジ
ャ
ッ
ク
〉
サ

バ
ラ
ス
、
そ
し
て
２
年
後
に
は
大
統
領
就
任
と
な
る
、
俳
優
上
が
り
の
政
治
家
セ
レ
ブ
、
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー

ガ
ン
等
々
、
綺
羅
星
の
如
き
面
子
が
揃そ

ろ

う
席
を
、
堂
々
た
る
名
演
で
制
し
た
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
の
余
裕

（
フ
ォ
ー
ク
＝
コ
ロ
ン
ボ
は
、
お
馴
染
み
の
ペ
ー
ス
で
ペ
ン
を
借
り
ま
く
り
、
カ
ミ
さ
ん
手
製
の
ラ
ザ
ニ
ア
を
鉄
鍋
ご
と
シ

ナ
ト
ラ
に
渡
し
て
は
サ
イ
ン
を
ね
だ
り
、
８
分
間
に
わ
た
り
会
場
か
ら
爆
笑
を
絶
や
さ
な
い
）
は
、
ま
さ
に
飛
ぶ
鳥
を

落
と
す
勢
い
と
言
う
に
相
応
し
い
。

更
に
は
、
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
こ
の
回
を
日
本
で
買
い
付
け
、
放
送
し
た
の
が
（「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
の
放
送

局
で
あ
る
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
日
本
テ
レ
ビ
で
も
な
い
『
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
当
時
）』
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
ち
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ゃ
ん
と
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
版
で
の
吹
き
替
え
を
務
め
た
）
小
池
朝
雄
が
吹
き
替
え
て
い
る

と
い
う
、
当
時
の
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
海
外
番
組
（『
モ
ン
テ
ィ
・
パ
イ
ソ
ン
』『
世
界
の
料
理
シ
ョ
ー
』『
ゴ
ン

グ
・
シ
ョ
ー
』etc.

）
輸
入
放
映
に
対
す
る
覇
気
（
因
み
に
、
オ
ン
エ
ア
時
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ザ
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
／
有

名
人
こ
き
お
ろ
し
大
会
」）
も
併
せ
、
く
た
び
れ
か
け
て
い
た
合
衆
国
の
公
開
テ
レ
ビ
シ
ョ
ー
文
化
に
於
け
る

「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
人
気
」
の
活
性
効
力
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
と
同
時
に
、〈
と
う
と
う
「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」

内
で
は
果
た
せ
な
か
っ
た
「
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ
――
Ｐ
・
フ
ォ
ー
ク
は
自
分
が
出
演
す
る
８
分
間
中
、
一
度
も

0

0

0

座
ら
な
い

0

0

0

0

――
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
と
し
て
純
化
し
た
コ
ロ
ン
ボ
の
姿
」〉
が
記
録
さ
れ
た
、
偉
大
な
動
画
だ
と
言

え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
８
分
間
が
放
つ
強
い
魅
力
も
、
２
者
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
生
じ
る
誘
惑
性
そ
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
が
本
物
の
イ
タ
リ
ア
系
移
民
で
も
、
シ
ナ
ト

ラ
が
偽
物
の
マ
フ
ィ
ア
関
係
者
で
も
こ
の
現
象
は
輝
か
な
い
以
前
に
、
生
じ
す
ら
し
な
い
。

こ
れ
は
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
の
出
自
自
体
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

も
な
い
、
フ
ォ
ー
ク
の
自
伝
出
版
も
遥
か
な
未
来
、
と
い
う
牧
歌
的
な
時
代
の
産
物
で
あ
る
。
が
し
か
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
、
自
伝
『Just one m

ore thing

（
邦
題
『
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
自
伝
「
刑
事

コ
ロ
ン
ボ
」
の
素
顔
』）』
の
出
版
も
存
在
す
る
現
在
に
至
っ
て
も
、「
本
物
の
イ
タ
リ
ア
系
」
と
「
偽
物
の
イ
タ

リ
ア
系
」
の
２
者
は
片
側
に
倒
壊
す
る
こ
と
な
く
バ
ラ
ン
ス
し
続
け
、
極
論
は
回
避
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で

あ
る
。
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君は、

何と闘うか？

マーカー部分をクリックして、「ジセダイ」
をチェック!!!

「ジセダイ」は、20代以下の若者に向けた、
行動機会提案サイトです。読む→考える→行
動する。このサイクルを、困難な時代にあっ
ても前向きに自分の人生を切り開いていこう
とする次世代の人間に向けて提供し続けます。

ジセダイイベント

ジ セ ダ イ 総 研

星海社新書試し読み

メ イ ン コ ン テ ン ツ
著者に会える、同世代と話せるイベントを毎月

開催中！　行動機会提案サイトの真骨頂です！

若手専門家による、事実に基いた、論点の明確な読み物を。

「議論の始点」を供給するシンクタンク設立！

既刊・新刊を含む、
すべての星海社新書が試し読み可能！

https://ji-sedai.jp

https://ji-sedai.jp/event/info/
https://ji-sedai.jp/series/research/
https://ji-sedai.jp/book/publication/
https://ji-sedai.jp



